共の 歴史の 上に 残って いる 祖先の 生活 を、 眼の あたり 

に 見る ような 感じの する 事が ありまして、 一 度 アイヌ 

の 部屋に 入って 行きます と、 実に 興味が 深く 一 種の な 

つかしみ を 感じます。 

アイヌの 住居 は、 コバ葺 きと 茅葺 とありまして、 普 

通 は 茅ぶ きのよう で、 茅 を 上から 重ねて 葺 いたので な 

く、 端 を 少しずつ 残して 段々 を 作って ある 屋根の 並ん 

でい る 前に、 丸く 切った 大きな 松 薪が 高く 積れ て、 そ 

の 軒 辺に 真白の 梨の 花 (四 五月の 頃) の 咲いて いる 所 

は、 何とも 云えない 趣が ございます。 

家の 内部 は 入口に 土間が ありまして、 その 次ぎに 居 
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